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平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
賛
否
討
論

反対討論 賛成討論
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
平
成
28
年
度
は
、
第
６
次
府
中
市

総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
折
り
返

し
の
年
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
の
か
が
問
わ
れ

る
年
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
事
務
事
業
の
見

直
し
に
徹
底
的
に
取
り
組
む
と
し
て
、

一
律
の
経
常
経
費
削
減
を
行
い
、
費

用
対
効
果
と
い
っ
た
効
率
で
は
図
れ

な
い
福
祉
費
や
教
育
費
が
影
響
を
受

け
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
問
題
と
し

て
捉
え
ら
れ
、
国
を
挙
げ
て
貧
困
の

連
鎖
を
防
ぐ
動
き
が
あ
る
中
で
、
経

済
格
差
が
子
ど
も
の
育
ち
に
影
響
し

な
い
よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
、

公
費
負
担
の
見
直
し
は
時
代
に
逆
行

す
る
施
策
だ
と
考
え
る
た
め
、
本
決

算
に
反
対
す
る
。

日
本
共
産
党
府
中
市
議
団

　
平
成
28
年
度
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

経
済
政
策
の
行
き
詰
ま
り
が
明
白
と

な
り
、
大
企
業
や
富
裕
層
が
富
を
蓄

え
る
一
方
で
、
年
金
の
引
き
下
げ
、

介
護
や
医
療
な
ど
の
社
会
保
障
の
改

悪
が
推
し
進
め
ら
れ
、
子
ど
も
の
貧

困
や
貧
富
の
格
差
が
広
が
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
市
庁
舎
建
設
事

業
で
は
事
業
費
を
増
や
す
一
方
、
障

害
者
分
野
の
助
成
事
業
に
所
得
制
限

を
導
入
す
る
な
ど
、
国
の
悪
政
か
ら

市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
地
方
自
治

体
本
来
の
役
割
、
市
民
福
祉
の
増
進

を
果
た
す
決
算
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
サ
ー
ビ
ス
削
減
や
負
担
増
を
押
し

付
け
る
行
財
政
改
革
推
進
を
改
め
、

市
民
生
活
を
最
優
先
で
応
援
す
る
市

政
に
転
換
す
る
こ
と
を
求
め
て
、
本

決
算
に
反
対
す
る
。

府
中
市
議
会
公
明
党

　
平
成
28
年
度
は
、
第
６
次
府
中
市

総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
折
り
返

し
の
年
で
あ
っ
た
が
、「
み
ん
な
で

創
る
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
住
み
よ
い

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
市
民
と
の

協
働
の
も
と
、
様
々
な
施
策
に
つ
い

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
消
費
税
交
付
金

の
減
少
な
ど
で
、
一
般
財
源
の
増
収

を
見
込
む
こ
と
が
厳
し
い
状
況
の
中
、

府
中
駅
南
口
再
開
発
事
業
な
ど
の
大

規
模
事
業
の
推
進
に
向
け
て
、
適
切

な
市
債
の
発
行
等
に
よ
り
、
財
源
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
て
い
る
こ
と
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
市
の
未
来
へ
希
望

が
持
て
る
政
策
立
案
に
取
り
組
む
こ

と
を
約
束
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

府
中
市
議
会
市
政
会

　
平
成
28
年
度
は
、
雇
用
環
境
の
改

善
が
続
く
中
、
各
種
施
策
の
効
果
な

ど
で
穏
や
か
に
景
気
が
回
復
し
た
年

で
あ
っ
た
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
や
収
益

事
業
収
入
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
過

去
最
大
の
１
０
９
５
億
円
と
な
っ
た
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
府
中
駅
南
口

再
開
発
事
業
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

新
築
事
業
と
い
う
府
中
の
将
来
に
向

け
た
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
大
き

く
進
展
し
、
多
く
の
重
要
な
施
策
が

展
開
さ
れ
た
。

　
多
岐
に
わ
た
る
要
望
の
実
現
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
と

と
も
に
、
府
中
の
明
る
い
未
来
を
確

実
に
後
世
に
つ
な
げ
る
た
め
、
安
定

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
な
ど
を

お
願
い
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

歳　　入

歳　　出

委
員
　
平
成
28
年
度
に
お
け

る
個
人
市
民
税
と
法
人
市
民

税
に
つ
い
て
、
当
初
予
算
編

成
段
階
で
の
景
気
動
向
な
ど

を
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
決

算
状
況
で
あ
っ
た
の
か
聞
き

た
い
。

市
民
税
課
長
補
佐
　
個
人
市

民
税
に
つ
い
て
、
当
初
予
算

編
成
時
に
は
、
景
気
は
緩
や

か
に
回
復
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
が
、
若

干
停
滞
気
味
と
も
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、

納
税
義
務
者
を
27
年
度
決
算
見
込
み
と
比
べ

て
約
４
０
０
人
の
増
加
と
見
込
ん
で
い
た
。

実
際
に
は
、
納
税
義
務
者
が
約
２
４
０
０
人

増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
28
年
度
の
決
算
額
は

増
収
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
、
若
干
の

増
収
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
税
制
改
正
の
影

響
で
約
４
億
６
０
０
０
万
円
の
減
収
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
27
年
度
決
算
と
比
べ
、
約
４

億
８
５
０
０
万
円
の
減
収
と
な
っ
て
い
る
。

　▲タブレットを活用したモデル授業の様子

（
２
・
３
面
）

平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
状
況
か
ら
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
　
平
成
30
年
度
か
ら
「
特
別

の
教
科 

道
徳
」
と
し
て
小
・
中

学
校
で
全
面
的
に
開
始
す
る
と
聞

く
が
、
28
年
度
に
お
け
る
「
特
別

の
教
科 

道
徳
」
の
実
施
に
向
け

た
取
組
状
況
は
。

　
ま
た
、
児
童
・
生
徒
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い
る
か
。

学
校
教
育
指
導
担
当
主
幹
　
取
組

状
況
に
つ
い
て
は
、
各
校
の
道
徳

教
育
推
進
教
師
に
対
す
る
研
修
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
都
の
道
徳

教
育
拠
点
校
事
業
を
活
用
し
、
小
・

中
学
校
各
１
校
で
様
々
な
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
評
価
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
道
徳
授
業
で
は
行
っ
て
い
な

い
が
、「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
で

は
必
要
に
な
る
た
め
、
各
学
校
に

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方
等
を
伝

え
な
が
ら
、
準
備
を
し
て
い
る
。

委
員
　
多
摩
地
域
や
島
し
ょ
部
の
振
興
に
向

け
て
、
財
源
確
保
の
た
め
に
都
か
ら
交
付
さ

れ
る
市
町
村
総
合
交
付
金
に
つ
い
て
、
平
成

28
年
度
は
約
10
億
円
が
交
付
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
財
政
状
況
割
・
経
営
努
力
割
・
振

興
支
援
割
の
具
体
的
な
交
付
額
は
。

財
政
課
長
　
同
交
付
金
は
、
本
市
が
地
方
交

付
税
不
交
付
団
体
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
財

政
状
況
割
と
い
う
計
算
式
に
よ
り
交
付
額
が

下
が
る
傾
向
に
あ
る
。
都
に
対
し
て
は
、
今

後
も
引
き
続
き
26
市
で
協
力
し
、
多
摩
地
域

の
振
興
の
た
め
に
増
額
の
要
望
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
具
体
的
な
交
付
額
に
つ
い
て
は
、

財
政
状
況
割
が
１
億
２
８
０
０
万
円
、
経
営

努
力
割
が
１
億
５
５
０
０
万
円
、
振
興
支
援

割
が
７
億
４
５
０
０
万
円
程
度
で
あ
る
。

委
員
　
に
ぎ
わ
い

と
魅
力
あ
ふ
れ
る

府
中
の
ま
ち
を
実

現
す
る
た
め
、
市

は
平
成
28
年
度
に

一
般
社
団
法
人
ま

ち
づ
く
り
府
中
を

設
立
し
た
が
、
設

立
ま
で
の
経
緯
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

生
活
環
境
部
次
長
　
28
年
６
月
に

は
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

が
国
に
認
定
さ
れ
、
７
月
に
同
計

画
を
策
定
し
た
。
同
計
画
の
中
で

は
、
ソ
フ
ト
事
業
の
重
要
な
部
分

と
し
て
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り
会
社
の

創
設
に
つ
い
て
位
置
付
け
て
い
た

こ
と
か
ら
、
12
月
に
設
立
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
は
経
済
活
力
の
向
上
や
回

遊
性
の
創
出
に
向
け
、
ま
ち
の
価

値
を
高
め
、
市
外
か
ら
多
く
の
方

を
呼
び
込
む
こ
と
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

委
員
　
国
は
、
新

生
児
聴
覚
検
査
に

関
す
る
費
用
に
つ

い
て
、
各
自
治
体

の
公
費
負
担
と
し
、

受
診
者
の
経
済
的

な
負
担
軽
減
を
図

る
よ
う
努
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
が
、

市
と
し
て
負
担
を

行
っ
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

健
康
推
進
課
長
補
佐
　
特
別
区
の

保
健
衛
生
課
長
会
が
平
成
28
年
に

新
生
児
聴
覚
検
査
に
関
す
る
検
討

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
産

院
で
検
査
が
で
き
る
体
制
の
拡
充

や
精
密
検
査
が
必
要
と
な
っ
た
新

生
児
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
体
制
な

ど
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
実
施
に
向
け
て
は
、
都
内
全
域

で
対
応
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
の
提
言
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
市
と
し
て
は
、
検
討
結
果

の
状
況
を
見
な
が
ら
、
今
後
の
対

応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

委
員
　
東
京
都
公
立
小
中
学
校
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
小
学
校
２
校
と
中
学
校

１
校
が
指
定
を
受
け
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
授
業
を
行

っ
た
と
聞
く
が
、
ど
の
よ
う
な
意

見
が
あ
る
の
か
聞
き
た
い
。

　
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の
推
進
を
検
討
し
て
い
く

考
え
か
。

指
導
室
長
補
佐
　
公
開
授
業
実
施

時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
児
童
か

ら
、
最
初
は
戸
惑
っ
た
も
の
の
使

っ
て
い
く
中
で
徐
々
に
慣
れ
、
楽

し
く
授
業
に
参
加
で
き
た
等
の
意

見
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
推
進
に
つ
い
て
は
、
各

教
室
に
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
配

置
す
る
な
ど
、
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
展
開
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

決
算
特
別
委
員
会Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

今
後
の
検
討
状
況
は

「
特
別
の
教
科 

道
徳
」

実
施
に
向
け
た
取
組
状
況
は

市
町
村
総
合
交
付
金

具
体
的
な
交
付
状
況
は

一般社団法人まちづくり府中

設 立 ま で の 経 緯 は

新 生 児 聴 覚 検 査

公費負担を行う考えは

個人市民税と法人市民税

当初予算と比較した決算額は


